美濃和紙の里会館

美濃和紙の里会館では、道具や材料の展示、詳細なジオラマ、映像、体験教室などを通して、美濃の和紙について学ぶことができます。展示品の多くには英語の説明が添えられています。常設展示では、和紙を使った世界各地の芸術品が展示されています。

粘土板から木材パルプ紙まで、筆記用紙の国際的な歴史が、遺物や図版を通して解説されています。現存するもので最も古い紀元702年の和紙など、歴史的遺物のレプリカを目にすることで、来訪者は美濃地方を中心とした日本の和紙の発展の概観を捉えることができます。 

和紙作りの各工程は、ジオラマや写真、映像、使用する材料や道具の展示などを通して解説されています。日本列島の大きな模型には、各地の和紙で作られた提灯が飾られており、様式や原材料の違いを見ることができます。 

いくつかの部屋では、美濃和紙の伝統的な使い方と近代的な使い方を紹介しています。岐阜提灯や障子は、江戸時代（1603～1867年）から美濃和紙で作られています。近代的な用途としては、和紙糸やオーディオスピーカーの振動板が挙げられます。 

美濃和紙の里会館で開催されている和紙作りワークショップでは、プロの和紙職人の方々が使用しているものと同じ材料と道具が使われます。参加者は和紙を使ったポストカードのほか、葉っぱや紙型、水の模様が描かれた和紙シートを作ることができます。ワークショップは1時間弱で、1日に数回開催されます。事前予約が必要です。

美濃和紙を使った商品は、ミュージアムショップで購入することができます。館内のカフェでは、食事や軽食を楽しむことができます。

美濃和紙の里会館は、毎日午前9時から午後5時まで開館しています（火曜日は休館）。
